
「家のことを考えないと」と分かっていても、今は困ってないから、と先延ばしにし
がちです。地域で色々な人が声かけすることで気づきが生まれ、家のことを専門家
に相談するきっかけとなることがあります。また、専門家に相談した方がいいと周
りが気づくこともあります。
家は個人の財産ですが、地域にとっても大事な資産。空き家が増えて地域の価値が
下がってしまわないように、地域の力で空き家の発生を少しでも防ぎましょう！

地域の力で
空き家を防ぐ
地域の力で
空き家を防ぐ
地域空き家予防ネットワーク一般社団法人大阪府不動産コンサルティング協会は、

皆さんの「気づき」を専門家につなぎ、
問題解決するためのネットワークづくりに取り組んでいます。

住まいの相談・つなぐダイアル
住まいや空き家の電話相談や出前相談・「気づきセミナー」のご依頼など

平日 午前10時～午後4時

地域の声かけが「空き家問題」を
考えるきっかけになります。

一般社団法人大阪府不動産コンサルティング協会　〒541-0052 大阪市中央区安土町1-4-11 エンパイヤビル3階
TEL  06-6261-3340　　URL  http://oreca.jp　　mail  info@oreca.jp

不動産業者

友人
ご近所さん金融機関

親族
子ども

ヘルパーさん市役所

弁護士
税理士

電話相談窓口「住まいの相談・つなぐダイアル」を設置しました。
「気づきのあった方」や「気づきを見つけたい方」の相談はもちろん、
地域で相談の輪を広げたい方々も、つなぐダイアルをご活用ください。

令和元年度 国土交通省補助事業「空き家対策の担い手強化・連携モデル事業」

06-6210-3740      06-6261-3340または



空き家になるきっかけで多いのが「相続」です。
相続で初めて家のことを考え、なかなか解決策が見つからないまま
空き家となり、困っている人も少なくありません。
相続の前から家のことを話し合えば、空き家になって困ることが減
ります。早めの取り組みが大切なのです。

家のことについて問題意識がなかったり、話さなきゃと
思っていても言い出せなかったり…。家庭によって事情
は様々ですが、誰かが言い出さなければ始まりません。
そして、家の話を持ち出されたときに「今そんな話をし
なくても」「家の話はしたくない」と言わないで、話し合
いを受け入れることが大切です。家族のことを思うから
こそ、あとで困らないように家の話をしましょう。

相続は転換点です。

「家」の問題を誰が言い出すのか？
それが問題なのです。

空き家のまま放置されるには
さまざまな要因があります。
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相 続

まだまだ元気だし
家のことは先の話

親世代 子世代

古いけど資産価値は
あると思う

いつか子どもが
帰ってくるかも

今住んでいて
困ってないし

親が生きてるあいだは
言い出しにくい

あの家を相続しても
使い道ないし

自分の家を買ったから
いらない

何か困ったら親から
言ってくるだろう

新築した・新築を購入した
501人
23.4%

中古を購入した
359人
16.8%

52.3%

2.1%

1.6%

3.7%

無償で譲渡された
46人

不明 35人

無回答 80人

相続した
1,119人

住宅（空き家）を取得した経緯（n=2,140）

出典：国土交通省「平成26年空家実態調査」

お互い自分からは言い出さない…

主な要因（例）
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